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令和２年度 伊那圏域 大規模氾濫減災協議会 議事概要 

開催日時：令和２年６月２日(火) 15：00～15：30 

開催場所：長野県伊那合同庁舎 ５階 講堂 

 

＜議事次第＞ 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

１）令和元年度及び令和２年度の取組状況について         ・・・（資料－１） 

２）危機管理型水位計の新設について               ・・・（資料－２） 

３）その他 

（１）既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた取組について   ・・・（資料－３） 

（２）「流域・ソフト対策市町村取組メニュー表」を活用した流域・ソフト対策 

の推進について                    ・・・(資料―４)              

４ 閉会 

 

＜要旨＞ 

○議事 

１）令和元年度及び令和２年度の取組状況について 

▶ 資料－１により事務局より説明 

→質問・意見なし 

２）危機管理型水位計の新設について 

▶ 資料－２により事務局より説明 

→質問・意見なし 

危機管理型水位計設置案が会として了承された。 

３）その他 

 （１）既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた取組について 

▶ 資料－３により天竜川上流河川事務所、事務局より説明 

→質問・意見なし 

（２）「流域・ソフト対策市町村取組メニュー表」を活用した流域・ソフト対策の 

推進について 

 ▶ 資料－４により長野県河川課より説明 

→質問・意見なし 

 

◯全体を通した質疑応答 

 気候変動への適応・対応を考えていかなければならない。協議会全体に気候変動

への適応についてバックキャスティングを意識した取組の実施を提案したい。 

 今後、提案のとおりの取組を行いたい。 

 既存ダムで事前放流を実施するにあたり、危険水位等の各基準は変わるのか。 

 事前放流はあくまで豪雨前の水位が低い状態で行うもので、危険水位等の各基準

は変わらない。 

 ＝説明・意見・質問・要望 

 ＝回答 

事務局 

伊那市 

南箕輪村 

天竜川上流

河川事務所 
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 流域・ソフト対策について、メニュー表の活用を推進するのであれば県も要望を

受けてほしい。 

 各メニューの採択には条件があるため、また個別で相談したい。 

 全ての要配慮者施設における避難計画作成・避難訓練の実施を令和３年度までに

完了すること。各市町村の皆様はご留意を。 

 水位周知河川の設定を検討中。設定された場合、水防団・市町村との密な連絡が

必要となるため、ご協力をお願いしたい。 

  

 

南箕輪村 

河川課 

河川課 

河川課 


